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読書メモ

1． 日本人なら知っておきたい神道　武光　誠　（明治学院大学教授）　河出書房新社
（1950年、山口県生まれ、東京大学文学部国史学科卒業）
感想：
全体を通して：
日本人なら知っておきたい神道と神社について、神道がわかれば、日本の歴史が見え、神社を知れば、日本人の心が読めると述べている。神道について合理的でわかりやすく書いている。

具体的には：
①日本人は縄文時代までの狩猟採集の生活の中から精霊崇拝を通して、あらゆるものの霊魂を神として崇めてきた。それは、中東で生まれた他の宗教よりも、より原始的なものである。

②他の宗教がとても排他的である一方で、神道はとても柔軟で他の宗教を受け入れやすい性格を持っている。それは、他の宗教が中東やインドなど自然環境の厳しいなかで生まれたのに対して、神道が自然豊かで、脅威になるのは一時的な環境のなかで生まれたことに起因している。
③神話・歴史や神社の建造物についてのやさしい解説から、冠婚葬祭の本来的な意味に加えそのマナーまで丁寧に教え示している。また豊富にのせられた図や絵によるまとめがとても簡明で、聞きなれない言葉を理解するための助けになる。
④「自然の恵みに感謝して、自分が住む土地にあつまる霊魂（神）をもてなしてまつる」という神道の本質をとらえ、そこから用語の講釈だけでなく、この国の土地に根ざした生き方についてもふれている。
前半は、日本書紀の書かれた目的、国家神道が排外主義に至った理由などが平易に書かれており、後半は、神殿、鳥居、賽銭、おまもり、絵馬、みこし、おまつり、正月などの年中行事の由来が書かれている。
⑤日本人の生活、ものの感じ方には、古来以来の神道が根づいている。神道を「いっけん宗教ではないようにみえるが、実はよりよい人間社会をつくり上げるために不可欠な宗教」、固定された戒律で「人間を縛るのではなく」「人間の良心に全幅の信頼をおく人間中心の宗教」、「すべての生き物が楽しくすごすありさま」が神道では、「産霊（むすひ）」とよばれる最高の境地であるとされる」と定義し、この「神道の核となる部分は、縄文時代以来変わらない」としている。
日本人の多くは、神道的な発想によって、つねにまわりの人々の気持ちを考えながら生きる。そして日本では、より多くの人に好かれる人が良い人間だとされる。
【この部分にコンプライアンスとの兼ね合いの検討が必要と思われる】
⑥ただし、神道とは、教義が曖昧で何とでも解釈できるがゆえに、他の思想と無原則に結びつくことができ、それゆえに支配にもいくらでも利用されうることがある。

具体的な内容（重要と思われるポイント）：
1 神道にとって「神」とは、何か？

古代人は、人間の能力を超えるもの、つまり、人間より上位にくるもの、偉いものが全て、「かみ（上、神）」と考えた。また、日本の神々は自然神と人格神に分けられ、自然物である太陽の神、月の神、海の神などが前者で、祖先の霊などの亡くなった人間が神とされたものが後者である。日本人は、神は、人間以上の力を持つが、人々を威圧して支配することは、ないと考えていた。そして人間も神々も平等な価値をもつ霊魂とされた。
―＞｛あらゆるものの霊魂が神である｝（このとらえ方は、菅野覚明氏（「神道の逆襲」の著者）とも似ている。
　　日本人は、「八百万（やおよろず）の神」と呼ばれる多くの神々を祭ってきた。山には、山、川には、川の神がいる。そして一時代の神道のあり方は、その時の政治や文化の特徴をそのまま映し出す鏡のようなものになっている。これは、神道が、ほかの宗教（キリスト教、イスラム教、ユダヤ教など）のような聖典の記す固定された戒律で人間をしばりつけるものでないからである。神道は、もともと人間のもつ良心に対する全面的な信頼のうえになりたっている。
2 神社は、いかに誕生したか？
神社とは、本来、人々が神の祭りを通して様々な交流を行う場であった。近代以前の人々は、家で神をまつり、あちこちに出かけたおりには、神の力、つまり自然の驚異を感じるたびに、その場で神をまつった。巨石や巨木を見るたびに頭を下げた。そして、７世紀はじめ（飛鳥時代）に大がかりな寺院がつくられるようになったのちに神籬（ひもろぎ）が置かれた地に巨大な神殿がつくられるようになった。
3 「穢れ（けがれ）」と「祓（はらい）」の意味について：
「穢れ」とは、「気枯れ（生命力が枯れる）」

神道では、罪を犯すことを好む人間は、いないとする考えにたち、罪人は、「気の枯れた」気の毒な人とされた。そのため神を信仰する人々は、日頃から「けがれ」を近づけないように清く明るく過ごすようにつとめている。「穢れ」を清めることを「はらい」という。神道では、良心に恥じる行為が罪につながる「けがれ」であるするとの考えがとらえてきた。神の心、自分の心に照らして悪いことをしてはならない。
　日本人は、法律的には、罪にならなくても、「きたないこと」をする「きたないやつ」をたいそう嫌ってきた。日本人のもつ「恥を知る心」は、まわりからきたない人間とみられること（恥をかくこと）を避けようとする生き方からつくられた。
【この部分にコンプライアンスとの兼ね合いの検討が必要と思われる】
―＞古代の日本人は、悪というものを内面的なものと考えずに、外から心や体に付着するものと考えていたようである。したがってそれは、払い落とす行為としての「祓い（はらい）」や水で洗い清める行為としての「禊（みそぎ）」などによって取り除くことができるとされた。
そのようにして清められた心は、自然の清らかさに近いものと考えられた。そして、底まで透き通ったような心の状態を古代の人々は、「清き明（あか）き心」とよんだ。（日本書紀）
それは、自然と一体になった心であるとともに、正直、誠実、思いやりのある心であろう。そうした心を理想とすることが、その後の日本人の倫理観の基本になったと思われる。
4 神道と仏教の死生観の違いとは？：
仏教：死　――＞生前の行いの　　　　――＞極楽

　　　　　　　　善悪によって　　　　――＞六道（ろくどう）

（苦しみの世界）　
神道：死　――＞　神　　　　　　　――＞祖霊神
　　　　（浄化）　　　　　　　　　　　（家を守る）
5 厚い信頼を集める神社（全国の神社の総数：約12万）
歴史ある神社、神道の発展に大きく寄与した神社、観光名所としても有名な神社。
出雲大社（大国主命をまつり巨大なる神殿を誇る数々の伝承に彩られたる最古の神社）：出雲市
伊勢神宮（古くから皇室が重んじる一方、庶民にも広く愛され続けた神社）：伊勢市
春日大社（平安時代の藤原氏の繁栄を今に伝える）：奈良市
北野天満宮（学問の神、菅原道真をまつり、受験生が祈願に集まる）：京都市
宇佐神宮（かつては、八幡大菩薩と呼ばれた武士に重んじられた神社）：大分県宇佐市
伏見稲荷大社（きつね塚と朱塗りの「千本鳥居」をくぐっての参拝が有名）：京都市
鹿島神宮（神話では、大国主命を従わせた力強い雷の神を祭る神社）:鹿嶋市
香取神宮（武神をまつり、鹿島神宮と並び武道家に信仰される神社）:香取市
厳島神社（海面にせりだすように造られ「日本三景」の一つ）:広島県甘日市市
日光東照宮（徳川家康を神としてまつる観光名所としても有名）：日光市
愛宕神社（火災よけの神として広く信頼されている）:京都市
神田神社（江戸幕府の保護を受けて隆盛）:東京都千代田区
金刀比羅宮（長い階段が名物の、多様なご利益で知られる神社）香川県仲多度郡琴平町
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
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